



























































































金額の 11貫伍両」は105両，従って合本利は 4貫 5両である。上ハ包紙の
11 (貫)〆に付， 326匁取也」は，契約本文によれば3割半の利率である






















































































































































































































































を作り，次の方法に依り 3年以内に約を果すべし。即ち第 1年に 3分の





































割(推測)に，かこいの 1割を加えて 4割を利息として計算し， 14，300両を
元金内入計算としたものであろうか。
第3節 第二次鎖国令の寛永1年 (1634)から寛文 6年 (1666)まで
鎖国令の第一歩は慶長10年(1633)であるが，翌日年(1634) 日本人の海
外往来通商を制限する第 2次鎖国令が出，引続いて寛永12年 5月28日に，日













































































































白紗織 294，875反 赤紗織 4，101反
白縮緬 43，828反 赤縮緬 10，936反
自倫子 49，665反 黒儒子 4，553反
黒 嬬子 12，022反 黒地模様入り嬬子 3，813反
赤 紗綾 1，272反 大きな花の模様入り鍛子 2，899反
縦糸地の鍛子 858反 色模様入り縞子 1， 672反
縞柄儒子 937反 色物鍛子 12，812反
金色羅紗 4，502反 色物紗綾 429反
平織紗綾 1，003反 並嬬子 9，034反
黒 茶宇 9，993反 絹奥嶋 5，185反
並 鍛 子 25，361反 ビロード 354反
劣悪な金羅紗 535反 海 黄 5，680反
広南のデンソス 272反 トンキンの紬 409反
~t 絹 1，324反 トンキンのパース 1，055反
無 量 246反 海 黄 1，420反
青茶色のカンガン 12，980反 晒したカンガン 763反
縞 木綿 198反 花の浮出模様入り黒地鍛子 583反
羽 二 重 642反 金色花模様入り紗 333反
更 紗 66反 色物紗 545反
フォラス 149反 ピコテ 174反
ゴロフクレン 3反 劣悪な金羅紗，広南産 47反
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端 布 26反 麻 布 29，693反
生 糸 37，296斤 トンキン生糸 87，431斤
白撚り糸 14，932斤半 赤撚り糸 5，998斤
ポール糸 5，587斤 フロス糸 33，078斤半
|(虫 喰) 1，102斤半 黄撚り糸 6，345斤半
金糸入りの紙 20，401枚 フィロセル 12，042斤半
白 鎌 295，349斤 鮫 皮 40，643枚
スペイン皮 163枚 赤更紗 7154反
水 銀 18，120斤半 チァングマ 37斤
ファングマ 99斤 重い金鎖 lテールの金につき
銀16テール6マース
爵 香 600斤 伽 羅 21斤
赤染料 5，681斤 花 瓶 95個
石製壷 6個 帆用綱 4，422，000本
各種金平糖 3，000斤 鼻眼鏡 38，421個
沈 香 1，330斤 モ ホ 5，165斤
丁 子 2，685斤 ロンガセア 701斤
肉 桂 2，997斤 白 檀 310斤
コ ワ 10斤 カンボジャの堅果 300斤
山帰来 70，526斤 琉 泊 10個
カンロク 500斤 樟 日首 l斤
ウキン 978斤 縫針入り箱 16個












































































































































































































































財 庫 張ー官 花押
立票船主 張鼎 花押
請 人 何人官 花押
糖屋総左衛門殿

























































































































































































































いながら，その内容は， i 1通を完済すれば他の 1通は全く価値のないもの
であるJという不可解なものであったかもしれないのである。








1635年(寛永12) 2.15 20，000テール(両) 月利 1%
1635年(グ 13) 10.1 20，000テール(両) グ 1%
1637年(グ 14) 2.1 60，000テール(両)
( 6ヶ月) か 1% 
(以後) か1.5%
1638年(グ 15) 2.14 110，000テール(両) か1.5%
11 (ググ) 1/ 50，000テール(両) 。1.5%
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慶安元~享保 3 年 (1648~1718) 銀輸出高
唐 蘭 1口h 計 1年平均 | 
糸
慶(安16元48)~明(暦16元5年) 
銀 41，0貫46.96匁1 銀39，9貫86.70匁0 銀81，0貫33.66匁1 銀 10，1貫29.20匁7 害t
符 8年間
対質相 明(暦16526)~寛(文1671(21註年) I) 
銀137，9貫38.76匁3 銀64，0貫93.02匁7 銀202，0貫31.79匁0 銀 12，6貫26.98匁6 
易
16年間
市商法 寛(文16712)~貞(享16元84年) 銀 80，3貫88.7匁76 輸出なし 銀 80，3貫88.77匁6 銀 ι 1 貫83.7引匁
13年間 (註 2)
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